
【サンプル】

尼崎市総合交通計画 評価・管理シート（案）

資料１





1 鉄道駅周辺の特色を活かしたまちづくりの推進

2 交通によるおでかけの促進

3 臨海部での交通と観光の連携

【サンプル】尼崎市総合交通計画　評価・管理シート（案）  （※尼崎市の令和５年度の取組を記載）

【取組成果】
（Ａ)(Ｂ）「鉄道駅周辺のまちづくり」は、阪急沿線、阪神沿線においてハード（駅前空間の創出）、ソフト（駅前空間の利活用）
ともに取組を推進している。阪急塚口駅南側では、西側南北道路の歩行空間を広げるリニューアル工事を進めるとともに、
阪急園田駅北側では駅前広場の整備に向けたワークショップ及び利活用の機運を高める社会実験を実施、阪神尼崎駅中
央公園では、子育て世帯を対象とした、定期的なイベントの企画・運営や老朽化した施設の修繕、ベンチや日陰を設置した。
（Ｄ）（仮称）武庫川周辺阪急新駅の設置とまちづくりの推進は、えきまちづくり勉強会を4回開催し、周辺住民の参画機会
を創出した。
【課題】
（Ａ)(Ｂ）駅周辺のステークホルダーを巻き込んだまちづくりの検討や地域の担い手の確保・育成が必要である。（Ｄ）まちづ
くりの考え方を早期に地元に示す必要がある。
【今後の方向性】
（Ａ)(Ｂ）駅周辺のまちづくりに、より地域や駅周辺の関係者等が関わる機会を創出するとともに、それらの意見を反映しな
がら、まちづくりの推進に取り組む。（Ｄ）まちづくりの考え方を公表するとともに、引き続き地域との対話を実施する。

【取組成果】
（Ａ）シェアサイクルの利用促進について、観光パンフレットやロケ地巡りマップにシェアサイクル情報を掲載したほか、落第
忍者乱太郎デジタルスタンプラリーとの連動企画として、シェアサイクル利用促進キャンペーンを実施した。（Ｃ）おでかけの
促進に向けた情報発信では、ＳＮＳでの情報発信等によって、上記利用促進キャンペーンに約500人が参加したほか、観光
局の公式Instagramでの「尼崎運河クルーズ」の動画の発信が22.7万回再生されるなど、尼崎市へのおでかけに対する
興味・関心の向上に寄与した。
【課題】
（Ａ）今後も市内周遊におけるシェアサイクルなどの移動手段を検討する必要がある。（Ｃ）より多くの方の興味を引くような
戦略的な情報発信が必要である。
【今後の方向性】
（Ａ）観光重点取組地域での周遊促進の中で、シェアサイクルを含めた移動手段の充実について関係課と協議していく。（Ｃ）
情報の集約・充実により、効果的かつ戦略的な情報発信を行う。

【取組成果】
（Ａ）－　（Ｃ）臨海部の新たな観光施策の検討は、大阪・関西万博後も見据えた新たな取組として、あまがさき観光局が民間
事業者と連携して「尼崎運河クルーズツアー」を4か月間実施し、548人の参加者があった。
【課題】
（Ａ）自転車による臨海部の周遊促進は、臨海部でのシェアサイクルの移動ニーズがあるかを確認するとともに、サイクル
ポート設置を調整する必要がある。（Ｃ）令和7年に迫った大阪・関西万博に合わせ、機を逸することなく効果的・効率的な
取組を行う必要がある。
【今後の方向性】
（Ａ）一定の需要がある尼崎スポーツの森をはじめ、その周辺のサイクルポートの設置を検討する。（Ｃ）尼崎運河クルーズツ
アーの拡大といったコンテンツの磨き上げにより「体験」コンテンツの充実を図る。

基準値 目標

令和５年度の取組状況 （総括）

評価指標
方向 （R5） R6 R7 R8

実績値

R9

↗ R4 2.1 万人 2.5

↗ R4 53.4 ％ 61.8

市内の観光⼊込客数 272.6

鉄道駅周辺の滞在人口

「居住する地域には自慢できる特長が
ある」と感じている市民の割合

居住誘導区域内における人口密度 ー ーー

52.6

R2 125.1 人/ha 119.5

2.3

↗ R4 241.6 万人 300

↗ ー

交通と連携した魅力を伸ばすまちづくりの推進基本目標１
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1 安全・安心・快適に移動できる 交通インフラの整備

2 すべての人にやさしい公共交通の構築

3 環境に配慮した交通への転換

4 交通ルールを守り、安全・安心に 移動できる社会の実現

実績値

公共交通及び移動支援サービスへ
の公的資金投⼊額

ー R4 8.1 億円 9.3 8.5

494自転車関連事故認知件数 ↘ R4 485 件 404

250
(R4速報)

384

65.6

運輸部門の二酸化炭素排出量 ↘ H25 408 kt-CO2

「ルール、マナーの面で以前よりも
住みやすいまちになった」と感じて
いる市民の割合

↗ R4 62.2 ％ 75.9

【取組成果】
（Ｃ）交通安全の啓発は、交通安全教室を278回実施し、19,618人が参加した。また、自転車の交通安全の啓発では、警察
と連携した交通安全教室や自転車安全運転キャンペーンの実施のほか、自転車事故の多い小学校区（重点地区）は、事故多
発地点の分析等を行い市職員による指導やパトロール等を実施し、2校区がともに前年より事故件数が減少した。
【課題】
（Ｃ）自転車事故が多い就業世帯に対して交通ルールを学ぶ機会を創出し、交通安全意識を高めていく必要がある。
【今後の方向性】
（Ｃ）子育て世帯や高齢者の関係部局との連携を強化し、就業世代を含めた交通安全教室を実施する。

評価指標 基準値 目標
方向 （R5） R6 R7 R8 R9

【サンプル】尼崎市総合交通計画　評価・管理シート（案）  （※尼崎市の令和５年度の取組を記載）

令和５年度の取組状況　（総括）

【取組成果】
（Ａ）通学路の安全対策は、各学校から要望を受け、路肩カラー化などの対策が必要と判定した箇所のうち、地元調整が難
航している等の理由で未完了の4件を除く26件が完了した。（Ｂ）踏切の安全対策は、令和4年8月に身体障害者福祉会館
が教育・障害福祉センターに移転したことに伴い、周辺の3つの踏切でエスコートゾーン整備を行った。
【課題】
※ 今後の方向性に集約して記載
【今後の方向性】
（Ａ）地元との調整を図りつつ、未完了及び令和5年度に要望を受け対策が必要と判定した箇所を着実に実施する。（Ｂ）鉄
道事業者や警察との協議により、利用実態に応じて優先順位の高い箇所からエスコートゾーンの整備を検討する。

【取組成果】
（Ｂ）安全・快適なバス待ち環境の改善は、取組のひとつとして、新たに上屋やベンチの新設への補助制度を予算化した。
【課題】
※ 今後の方向性に集約して記載
【今後の方向性】
（Ｂ）事業者と協議・調整し、バス待ち環境の向上を計画的に進める。

【取組成果】
（Ｂ）シェアリングの普及では、カーシェアは、休日の公用車EVカーシェアに加え、令和５年度より新たに民間EVカーシェア
を開始したが、採算性が低く持続可能な事業ではないと判断し、事業を終了した。シェアサイクルは、サイクルポートを新た
に35か所（公共用地22、私有地13）設置し、115か所となった。年間利用回数は105,515回と本格実施初年度の令和3
年度から約4倍になった。
【課題】
（Ｂ）公用車EVカーシェア（2台）の利用も少ないことから、利用促進を図っていく必要がある。
【今後の方向性】
（Ｂ）カーシェアは、SNSやイベント、ラッピング等により、主な利用層である若年層へ周知・利用促進を図る。シェアサイクル
は、アンケート結果やデータを基に、駅周辺等のサイクルポートの拡充など、効果的かつ戦略的に取り組む。

誰もが安全・安心・快適に移動できる環境の創出基本目標２

2



1 持続可能な公共交通の構築

2 自転車のまちづくりの推進　（※シェアサイクルは、目標１-2及び目標2-3に記載）

3 災害に強い都市活動を支える交通基盤整備

4 市域の交通円滑化・環境改善

実績値

「都市基盤が整い利便性と安全性
が確保されている」と感じている市
民の割合

↗ R4 84.0 ％ 90.0 86.2

13 4
駅前にシェアサイクルポートが設置
されている駅数

↗ R4 4 駅

㇐人㇐日あたりの公共交通の利用
回数

↗ R4 0.6 回/人 (算定中）0.7

【取組成果】
（Ｃ）主要渋滞箇所への対応は、兵庫県との連携により「尼崎市域交通ネットワーク連絡調整会」を設置し、臨海部における
交通課題の対策を検討した。
【課題】
※ 今後の方向性に集約して記載
【今後の方向性】
（Ｃ）交通課題の解決には、南北道路(五合橋線拡幅、尼崎伊丹線南伸)の交通容量を増やすことが有効であることを確認し
たため、具体的な整備方法を検討する。

評価指標 基準値 目標
方向 （R5） R6 R7 R8 R9

【サンプル】尼崎市総合交通計画　評価・管理シート（案）  （※尼崎市の令和５年度の取組を記載）

令和５年度の取組状況 （総括）

【取組成果】
（Ｂ）－ （Ｃ）公共交通維持のための体制づくりは、バスの運転士不足解消のため、就労相談窓口等での採用チラシ配架やバ
ス協会啓発ポスター掲示に協力した。
【課題】
※ 今後の方向性に集約して記載
【今後の方向性】
（Ｂ）新たな交通サービスの検討は、共創の取組やAIオンデマンド交通など、既存サービスにとらわれない枠組を検討する。
（Ｃ）運転士不足が深刻となる中、効率的な輸送の検討などバス事業者と協議を行うとともに、他市事例を調査・研究する。

【取組成果】
（Ａ）自転車ネットワーク整備は、自転車レーンや矢羽根型の路面標示など、合計2.91kｍの整備を行った。（Ｂ）放置自転車
対策は、土曜日撤去に加え、祝日撤去を実施するとともに、夜間の啓発時間を延長し、駅周辺の放置自転車対策に努めた。
（Ｃ）市立駐輪場は、対症療法による小規模な修繕を実施し、施設の維持に努めた。
【課題】
（Ｂ）コロナ禍の行動制限が解除され、放置自転車台数が増加傾向にあることから、夜間の飲食店等利用者に向けた対策も
必要である。（Ｃ）老朽化が進んでいる市立駐輪場施設について、適切に維持管理又は更新を図る必要がある。
【今後の方向性】
（Ａ）近松線などの自転車通行環境整備を早急に進めるとともに、園田橋線や常光寺難波線の整備に向け関係機関との協
議を進める。（Ｂ）新たに日曜日撤去及び実験的に夜間撤去を実施し、更なる放置自転車の減少に努める。（Ｃ）長寿命化計
画等の策定に向け取り組むとともに、老朽化が顕著な阪急塚口駅南駐輪場は、周辺の開発状況と合わせた整備を図る。

【取組成果】
（Ａ）道路インフラ等の維持管理等は、園田西武庫線などの整備により、都市計画道路の整備率は89.74%(R4：
89.65％）となった。（Ｃ）道路空間の再配分は、阪急塚口駅ロータリーにおいて駅前広場の形状を維持し、ロータリーの容
量を増加できないか検討を行った。
【課題】
（Ｃ）既存の形状でロータリー容量を増加させることは困難と判明したため、一般車の分離などの検討が必要である。
【今後の方向性】
（Ａ）道路の課題や求められる機能が変化する中、市域全体の道路整備計画策定に向け、交通課題の洗い出し、対象事業・路
線の検討を行うほか、災害時における緊急輸送（予定）道路等の交通を確保するための取組を進める。（Ｃ）駅前広場を単独
で整備するのではなく、周辺の民間施設（鉄道駅・周辺ビル等）も巻き込み、官民連携してまちづくりを行う。

利便性が高い交通環境の構築基本目標３

3



（白 紙）

4



5



6



7



8



9



（白 紙）

10



11



12



13



14



15



16



17



（白 紙）

18



19



20



21



（白 紙）

22



23



24



25



26



27



（白 紙）

28



29



30



31



32



33



（白 紙）

34



分
科
会
意
見

【サンプル】尼崎市総合交通計画　評価・管理シート（案）  （※尼崎市の令和５年度の取組を記載）

生活や仕事などの拠点となる鉄道駅周辺の特色あるまちづくりや、おでかけの促進等に
取り組むことで、賑わい・魅力あるまちづくりを目指します。

環境に配慮した交通への転換や少子高齢化社会への対応等を進め、すべての人が安全・
安心・快適に移動できる交通環境の実現を目指します。

快適な暮らしや活発な経済活動を支えるために、持続可能かつ利便性の高い交通ネット
ワーク及び交通基盤の構築を目指します。

分
科
会
意
見

分
科
会
意
見

交通と連携した魅力を伸ばすまちづくりの推進基

本

目

標

１

利便性が高い交通環境の構築
基

本

目

標

３

誰もが安全・安心・快適に移動できる環境の創出
基

本

目

標

２

暮らしやすさと働きやすさが調和し、

人が“つどう”まち

総合交通計画

の目指す姿
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尼崎市総合交通計画　進捗管理・評価スケジュール（案）　（例：令和６年度取組分）

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

★シート作成依頼 ★目標ごとに総括シート作成

★分科会資料完成 ★進捗管理シート完成（分科会意見記載有）

資料１－２

交通政策
分科会

8 9 10 11

実施
主体

（事務局）

R６年度 R７年度 R８年度

1 2 3 4 5 6 7 2 3 412 1

（進捗管理シート作成）

・６年度の実績評価

取組成果及び課題

・今後の取組方向性

の検討

進
捗
管
理
シ
ー
ト
の

確
定
・公
表

国
送
付

（
地
域
交
通
計
画
の

評
価
結
果
送
付
）
）

交通政策分科会

（意見聴取）

意
見
を
反
映

（
尼
崎
市
）

Ｒ
８
年
度
当
初
予
算
公
表

Ｒ６年度事業実施
内部

検討

Ｒ８年度

事業

実施

・尼崎市総合交通計画の進捗

状況の点検

・当年度の取組内容の確認

Ｒ８年度事業の調整・検

討

※ 国の評価結果様式で提出


